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り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、

七
月
に
九
州
北
部
が
記
録
的
な

豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
福
岡
、
大

分
の
両
県
に
お
い
て
多
く
の
犠

牲
者
を
だ
す
災
害
が
発
生
い
た

し
ま
し
た
。
本
町
に
お
い
て
も

過
去
二
度
に
わ
た
り
未
曾
有
の

豪
雨
災
害
に
見
舞
わ
れ
多
く
の

町
民
が
被
災
さ
れ
ま
し
た
が
、

被
災
さ
れ
た
地
域
の
皆
さ
ん
の

一
日
も
早
い
復
興
、
復
旧
を
心

よ
り
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
改

め
て
日
頃
か
ら
の
災
害
に
対
す

る
備
え
と
「
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
」
へ
の
必
要
性
を
痛
感

し
た
次
第
で
す
。

　

ま
た
、
奄
美
に
お
い
て
は
昨

年
三
月
、
奄
美
群
島
が
日
本
で

三
十
四
番
目
の
国
立
公
園
と
し

て
指
定
さ
れ
、
世
界
自
然
遺
産

登
録
の
実
現
に
む
け
て
大
き
な

弾
み
を
つ
け
た
年
で
も
あ
り
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
本
町
に
と
り
ま
し

て
は
、
相
撲
界
で
、
赤
尾
木
出

　

町
民
の
皆

様
、
明
け
ま

し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

町
民
の
皆

様
に
は
、
ご

健
勝
に
て
輝

か
し
い
平
成

三
十
年
の
初
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
、
町
政
に

対
す
る
暖
か
い
ご
理
解
と
ご
支

援
に
対
し
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
十
月
の
町
長
選

挙
に
お
き
ま
し
て
町
民
の
皆
様

か
ら
信
任
を
う
け
、
第
十
一
代

龍
郷
町
長
と
し
て
町
政
を
担
わ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
新
年
に
お
い
て
も
町

民
の
皆
様
の
ご
負
託
に
応
え
る

べ
く
、
決
意
を
新
た
に
、
私
の

政
治
信
念
で
あ
る
「
真
に
た
つ

ご
う
ら
し
い　

ま
ち
づ
く
り
」

の
実
現
に
む
け
て
、
全
身
全
霊

を
も
っ
て
努
力
す
る
覚
悟
で
あ

身
の
大
奄
美
関
（
本
名
・
坂
元

元
規
さ
ん
）
が
幕
内
力
士
へ
の

昇
進
を
果
た
す
と
い
う
大
変
う

れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
も
飛
び
込

み
、
町
民
に
喜
び
を
与
え
た
こ

と
は
、
皆
さ
ん
の
記
憶
に
も
新

し
い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
奄
美
群
島
が

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
指
定
が

予
定
さ
れ
る
記
念
す
べ
き
年
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年

か
ら
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
西
郷
ど
ん
」
が
放
映
さ
れ
る

な
ど
、
本
町
が
国
内
外
か
ら
注

目
を
集
め
る
大
き
な
節
目
の
年

と
な
り
ま
す
。
こ
の
力
強
い
追

い
風
を
逃
す
こ
と
な
く
、
こ
の

機
会
を
本
町
発
展
に
向
け
て
の

千
載
一
遇
の
機
会
と
と
ら
え
、

本
町
の
魅
力
あ
る
地
域
資
源
に

さ
ら
に
磨
き
を
か
け
、
交
流
人

口
の
拡
大
や
地
域
の
活
性
化
・

定
住
人
口
増
加
の
た
め
に
、
町

民
の
皆
さ
ん
と
力
を
あ
わ
せ
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
町
政
運
営
に
あ
た
っ

て
「
目
配
り
、
気
配
り
、
心
く

ば
り
」
と
い
う
基
本
的
な
姿
勢

を
大
切
に
、
町
民
と
語
ら
い
、

皆
様
の
お
力
添
え
を
頂
き
な
が

ら
「
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く

り
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
、
そ
し
て
、
真
に
龍
郷
ら

し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く

り
を
す
す
め
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
「
住
ん
で
い
る
人
が

幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
住
み
続
け

る
龍
郷
町
」
、
「
訪
れ
る
人
が
住

み
た
く
な
る
龍
郷
町
」
の
実
現

に
向
け
て
粉
骨
砕
身
努
力
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様

の
ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

結
び
に
、
今
年
一
年
が
町
民

の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
康

で
幸
多
き
飛
躍
の
年
と
な
り
ま

す
様
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

町
長 

竹
田
泰
典

平成 30 年 年頭のごあいさつ
謹賀新年
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町
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
明
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

輝
か
し
い
新
春
を
皆
様
と
と

も
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

新
し
い
年
が
龍
郷
町
に
繁
栄

を
も
た
ら
す
素
晴
ら
し
い
年
に

な
り
ま
す
よ
う
に
心
か
ら
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
国
内
外
の
情

勢
を
み
ま
す
と
、
国
政
に
お
い

て
は
、
衆
議
員
の
改
選
が
あ
り
、

自
民
党
が
大
勝
し
、
与
党
の
議

席
数
が
３
分
の
２
と
な
り
、
国

民
は
安
定
し
た
政
権
を
選
択
し

た
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

世
界
の
状

況
を
見
ま
す

と
、
ミ
サ
イ

ル
問
題
、
テ

ロ
に
よ
る
銃

乱
射
事
件
が

世
界
各
地
で

続
発
し
、
大

勢
の
犠
牲
者

議
長 

窪
田
圭
喜

が
出
ま
し
た
。
世
界
平
和
へ
の

道
の
り
は
、
い
ま
だ
遠
い
こ
と

を
痛
感
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、

十
九
年
ぶ
り
に
日
本
出
身
横
綱

稀
勢
の
里
の
誕
生
、
十
四
歳
の

藤
井
四
段
の
三
十
年
ぶ
り
、
最

多
連
勝
記
録
更
新
な
ど
で
し

た
。

　

災
害
状
況
を
見
て
み
ま
す

と
、
七
月
に
起
き
た
九
州
北
部

豪
雨
は
、
甚
大
な
被
害
で
怪
我

や
亡
く
な
っ
た
方
が
大
勢
い
ま

し
た
。
一
瞬
に
し
て
家
屋
等
が

崩
れ
、
今
も
な
お
、
住
宅
再
建

の
め
ど
が
立
た
な
い
被
災
者
も

多
く
、
被
災
地
で
は
先
が
見
え

な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を

願
っ
て
い
ま
す
。
本
町
と
し
て

も
、
い
つ
何
処
で
発
生
し
て
も

お
か
し
く
な
い
異
常
気
象
等
の

災
害
に
対
し
て
、
常
に
対
応
で

き
る
よ
う
対
策
を
講
じ
て
行
か

な
け
れ
ば
と
再
認
識
す
る
所
で

も
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
全
国
の
地
方
自
治
体

の
置
か
れ
て
い
る
現
状
は
、
東

日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
・
九

州
北
部
豪
雨
等
の
復
興
に
絡

み
、
ま
だ
ま
だ
非
常
に
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

本
町
を
取
り
巻
く
諸
情
勢

も
、
行
財
政
改
革
や
少
子
高
齢

化
等
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て

お
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
地
方

分
権
の
確
立
に
伴
い
自
己
決

定
、
自
己
責
任
が
求
め
ら
れ
る

な
ど
誠
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
私
ど
も
議
決
機
関
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
「
第
五
次

龍
郷
町
総
合
振
興
計
画
」
及
び

「
龍
郷
町
創
生
総
合
戦
略
」
に

基
づ
き
、
平
和
で
心
触
れ
合
う

温
も
り
の
あ
る
町
づ
く
り
に
向

け
、
町
民
の
声
を
大
事
に
届
け

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
一
月
七
日
か
ら
、

西
郷
ど
ん
の
放
送
が
始
ま
り
、

ま
た
、
世
界
自
然
遺
産
の
登
録

の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
龍
郷
町
・

奄
美
大
島
を
全
国
に
発
信
出
来

る
年
で
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
私
た

ち
議
員
一
〇
名
が
町
民
の
皆
さ

ま
の
信
託
を
受
け
、
町
政
の
発

展
に
取
り
組
み
始
め
て
か
ら
一

年
と
六
月
が
経
過
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
十
一

月
に
は
竹
田
町
長
が
就
任
し
、

今
後
と
も
、
町
当
局
と
互
い
に

「
一
歩
離
れ
、
二
歩
離
れ
る
な
」

を
基
本
理
念
に
町
政
発
展
に
向

け
て
全
力
を
傾
注
す
る
覚
悟
を

新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

私
た
ち
議
員
と
町
執
行
部
が

切
磋
琢
磨
し
て
お
互
い
が
知
恵

を
出
し
、
国
の
補
助
金
等
を
活

用
し
、
町
民
の
幸
福
と
町
の
振

興
・
発
展
に
十
名
の
議
員
が
一

致
協
力
し
て
取
り
組
む
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
、
龍
郷
町
議
会
に
対

し
て
格
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
町
民
の

皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で
、

幸
多
き
、
明
る
い
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

平成 30 年 年頭のごあいさつ
謹賀新年
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龍郷町　人式成平成 30 年
祝

　龍郷町は１月３日（水）、体育・

文化センターりゅうゆう館で平

成30年成人式を執り行いました。

今年の出席者 55 名は、大島紬や

鮮やかな振袖などを身にまとい、

晴れの門出を祝福しあいながら

新たな一歩を踏み出しました。

　式典では、新島智哉さん（上

写真左）の誓いの言葉、谷田部佑紀さん（同中央）と井明日香さん（同右）の意見発表がありま

した。

　その後は島口漫才コンビ「ワンジー」による漫談があり、最後は万歳三唱で節目の１日を締め

くくりました。
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Tatsugo  Town  Topics

~ 最近の「まちの話題」~
　「TATSUGO　TOWN　TOPICS」では、たつごうに関する話題を紹介し

ます。町民の希望と笑顔いっぱいのシーンをご覧ください。

　読者の皆様からの情報提供もお待ちしています。

　　龍郷町役場企画観光課　　メール koho@town.tatsugo.lg.jp

☎ 0997-69-4512　FAX0997-62-2535

龍郷町の人口
平成 29 年 12 月末現在

世帯数

人　口

男

女

前月比

3,059

6,043

2,917

3,126

+6

-4

-8

+4

　平成３０年龍郷町消防出初式が１月４日、体育・

文化センターりゅうゆう館でありました。消防団

員による一斉放水が行われ、地域の安全推進に向

けて決意を新たにしました。

　各消防団（団員数１４０名）が参加した通常点

検や一斉放水では、連携のとれた迅速な動きで訓

練の成果を発揮しました。式典では消防団活動の

功労者表彰などがありました。被表彰者は次のとおりです。（敬称略）

【県知事表彰】…………………▽１０年勤続章＝熊﨑浩、中良弥、竹山茂和、奥田純朗

【県消防協会総裁表彰】………▽精績章＝積直宏

【県消防協会大島支部長表彰】 ▽功績章＝泉公博、永田太輔、別府秀和

　　　　　　　　　　　　　 ▽１５年勤続章＝福原尋、積直宏、奥村智和、辺木安男

【龍郷町長表彰】………………▽２０年勤続章＝寳俊昭、廣島敬久

地域の防災に努めます

平成３０年消防出初式

▲
　龍郷町と赤尾木集落の野村特殊工業㈲が潮風害を

防ぎ海岸などにも設置できる屋外用ＡＥＤ収納ボッ

クスの開発が評価され、消防庁の２０１７年度消防

防災科学技術賞一般の部の「消防機器等の開発・改

良」部門で優秀賞に選ばれました。町内の公民館な

どで屋外設置されている 14 カ所のＡＥＤを平成 30

年３月までに受賞したボックスへ収納します。

赤尾木集落の野村特殊工業㈲が

消防防災科学技術賞受賞

受賞報告に訪れた野村真仁さん（右から２人目）

▲
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　12 月 17 日に龍郷マラソン公認コースで第 64 回

日本復帰記念大島地区ロードレース大会・第 47 回

龍郷町ロードレース大会・第 58 回南日本 10 ㌔ロー

ドレース通信競技大会を開催しました。2、3、5、

10 キロの４コースに町内外から多くのランナーが

出場。ファミリーの部１キロコースでは家族とふれ

あいながら、楽しみながら走りました。

冬の龍郷路を駆け抜ける

龍郷町ロードレース大会

一斉に駆け出す選手たち

▲

　１月１日に赤徳小中学校体育館で赤徳小バレーボールスポーツ少年団主催による第 20 回岩

切杯が行われました。この「岩切杯」は瀬留集落出身の岩切順夫さんが奄美市笠利町の節田ス

ポーツ少年団でバレーボールの指導を行った時から開催されており、毎年欠かさず元日に行わ

れ、20 回の節目を迎えた今回は赤徳小中学校や奄美市笠利町節田小学校の卒業生を中心に９

チームが参加し、和気あいあいの雰囲気の中、恩師を囲んで親睦を深めました。　

20 回の節目を終えて

赤徳校区「岩切杯」開催

約70名の参加者が岩切さんを囲んでプレーを楽しんだ

▲

　12 月 25 日に固定資産評価審査委員の辞令交付式

が龍郷町役場で行われました。固定資産評価審査委

員会とは固定資産税の課税標準である価格に対する

納税者の不服について、中立的・専門的な立場で審

査決定するため各市町村に設置された第三者機関で

す。適正公平な固定資産税の運営のため委員を努め

ます。

固定資産評価審査委員

辞令交付式

辞令を受けた委員の皆さん（中央３名）

▲
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　１月５日にりゅうがく館で第 12 回西郷南洲顕彰

新春書初め大会が行われました。審査員として書道

愛好家などの４名が指導を行い、参加者 23 名は「西

郷どん」、「敬天愛人」など小学生、中学生、高校・

一般の各学年ごとの課題を清書しました。完成した

作品は２月 18 日に開催される第 19 回龍郷町町民

フェアで展示されます。

　１月 10 日に奄美自然観察の森でヒカンザクラの

開花宣言が行われました。標準木の桜が５輪以上咲

くことで開花とみなされ、前年より３日早い開花宣

言となりました。木によって開花具合も異なり、狂

い咲きをしている桜もあります。桜の見頃は２月上

旬と予想され、２月いっぱいは花見を楽しむことが

できそうです。

新年に思いを込めて

西郷南洲顕彰新春書初め大会

龍郷町町花

ヒカンザクラ開花宣言

丁寧に書き初めを行う参加者

早くも咲き始めたヒカンザクラ

▲
▲

　１月７日にりゅうゆう館で第 47 回西郷南洲祭奉

納剣道大会が行われました。小学生から高校・一般

の部まで４部門が設けられ町内外から 19 チームが

参加しました。龍郷町の成績は高校・一般の部で優

勝。参加者は日ごろの稽古の成果を発揮し、相手の

隙を逃さず集中して競い合いました。

西郷南洲翁没１４０周年記念

西郷南洲祭奉納剣道大会

緊迫感のある勝負を繰り広げた

▲

　龍郷町が作成した西郷どんデザイン年賀状に町内

の小中学生がＮＨＫ大河ドラマ「西郷どん」の出演

者や製作スタッフへメッセージを書き込み送付しま

した。12 月 27 日に代表して龍郷小学校の龍丞一朗

くん（12）が町内小中学校から集まった年賀状を竹

田町長へ手渡しました。今後、大河ドラマ放映にま

すますの期待が寄せられます。

小中学生より「西郷どん」へ

デザイン年賀状送付

年賀状を手渡した龍丞一朗くん

▲
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　龍郷町は、４回目となる「たつごうエッセイコンテスト」を企画・募集しました。

全国各地から１１５点の力作が寄せられ、このほど、入賞作品が決定しました。

　被表彰者は次の通りです。（敬称略）

【エッセイテーマ】

　「西郷さん」

　一般の部　 

【最優秀賞】田中浩（大島郡伊仙町）

【優 秀 賞】感王寺美智子（熊本県阿蘇市）堀宗一朗（大阪府枚方市）片山ひとみ（岡

山県備前市）

【佳 作】柳田明子（大島郡龍郷町瀬留）増田雄介（静岡県静岡市） 瀧慧（東京都杉

並区） 肥後幸男（鹿児島県鹿児島市）

【特 別 賞】大西賢（東京都日野市）

　学生の部　

【最優秀賞】山﨑大成（秋名小６年）

【優 秀 賞】池田亜翔夢（秋名小５年）藤井菫（秋名小６年）龍造寺萌心（大勝小６年）

【佳 作】長島愛（大勝小６年）岡山海音（大勝小６年）森来夢（大勝小６年）

【応募作品数】全国各地から１１５作品（一般７７作品、学生３８作品）

【審 査 日 程】予備審査　平成２９年１２月１４日、本審査　平成３０年１月１９日

【主な審査員】審査員長　出水沢藍子（作家）仲川文子（詩人）碇山和宏（町教育長）

【審 査 基 準】▽テーマを正しく捉えた内容▽適切な文章表現ができている▽読む人

が思わず興味を引かれるような書き出しや内容▽体験や見聞に基づき、テーマに対す

る自身の見解や心情が伝わる－など。

【表 彰 式】２月２５日（日）龍郷町生涯学習センター「りゅうがく館」で行います。

　【応募・問い合わせ先】

　たつごうエッセイコンテスト実行委員会（役場企画観光課内）

　TEL：0997-69-4512（内線 213）FAX：0997-62-2535

　MAIL：koho@town.tatsugo.lg.jp
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・一般質問（４名が登壇）・・・・・  　８～１１ページ

・議決結果 ・・・・・・・・・・・    　  １２ページ

龍郷町

議会だより
発行/龍郷町議会

編集 /議会だより編集委員会

〒 894-0192

大島郡龍郷町浦 110 番地

ＴＥＬ 0997-62-3111（内線 232）

ＦＡＸ 0997-62-2535

平成２９年第４回定例会

第１７７号

12月第４回議会定例会の様子
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問　

　

本
町
が
目
指
す
※
財
政
調
整

基
金
の
適
正
規
模
と
達
成
率

は
。

　

答
（
町
長
）

　

統
一
し
た
基
準
・
設
定
さ
れ

た
金
額
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
標

準
財
政
規
模
の
10
％
～
20
％
程

度
が
適
当
で
あ
る
認
識
で
、
達

成
率
は
７
３
．
４
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

問　

　

人
口
減
少
社
会
を
見
据
え
、

今
後
の
予
算
編
成
の
在
り
方
は

ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く

か
。

　

答
（
町
長
）

　

町
税
収
入
の
増
加
が
見
込
め

な
い
一
方
、
今
後
も
厳
し
い
財

政
運
営
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。
雇
用
を
生
み
出
す
施
策

を
充
実
す
る
必
要
が
あ
り
、
予

算
の
重
点
的
な
配
分
も
今
後
は

必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

問　

　

消
防
車
両
・
高
規
格
救
急
車
買

い
替
え
の
為
の
基
金
創
設
の
考

え
は
。

　

答
（
町
長
）

　

今
後
は
消
防
車
両
等
の
購
入

に
限
ら
ず
、
庁
舎
建
設
等
公
共

施
設
の
整
備
の
た
め
の
特
定
目

的
基
金
の
創
設
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
慎
重
に
議
論
・
検
討
す

べ
き
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

問　

　

各
事
業
の
進
捗
の
状
況
は
。

　

答
（
町
長
）

　

都
市
再
生
事
業
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
は
平
成
30
年
度
完
成
を

目
指
し
て
お
り
、
自
然
観
察
の

森
再
整
備
は
平
成
33
年
度
に
完

成
の
予
定
で
す
。
西
郷
公
園
は

今
年
度
一
部
工
事
に
着
手
予
定

営
農
研
修
セ
ン
タ
ー
は
設
立
準

備
委
員
会
を
開
催
し
、
現
在
詳

細
を
ま
と
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

問　

　

議
会
へ
の
説
明
の
タ
イ
ミ
ン

グ
は
、
結
論
あ
り
き
行
政
主
導

で
の
進
め
方
に
な
っ
て
い
な
い

か
。

　

答
（
町
長
）

　

予
算
委
員
会
等
で
お
示
し
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後

は
再
度
そ
の
必
要
性
、
希
望
者
、

管
理
運
営
等
に
つ
い
て
場
内
で

協
議
し
、
町
民
は
じ
め
議
会
と

の
話
し
合
い
を
進
め
、
十
分
に

論
議
を
深
め
な
が
ら
事
業
の
推

進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
町
民

あ
っ
て
の
行
政
。
行
政
主
導
型

で
は
な
く
、
町
民
の
皆
さ
ん
が

納
得
の
上
に
進
め
て
い
く
こ
と

が
基
本
と
し
て
町
政
運
営
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

問　

　

町
民
と
の
対
話
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
く
の
か
。

答
（
町
長
）

　

第
一
に
区
長
の
皆
様
と
対
話

の
機
会
を
増
や
し
て
参
り
ま

す
。
私
自
身
も
集
落
に
直
接
出

向
き
、
話
を
聞
く
機
会
を
設
け
、

各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
も
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　

問　

　

町
長
の
基
本
姿
勢
で
あ
る

「
目
配
り
・
気
配
り
・
心
配
り
」

を
職
員
に
ど
の
よ
う
に
指
導
し

て
い
く
の
か
。

　

答
（
町
長
）

　

私
が
率
先
垂
範
し
、
幹
部
会

議
や
各
種
職
員
会
議
等
で
全
職

員
に
周
知
徹
底
し
て
参
り
ま

す
。

※
財
政
調
整
基
金
と
は
、
自
治

体
が
財
源
に
余
裕
が
あ
る
年
に

積
み
立
て
、
不
足
す
る
年
に
取

り
崩
す
こ
と
で
財
源
を
調
整

し
、
計
画
的
な
財
政
運
営
を
行

う
た
め
の
貯
金
。

財
政
に
つ
い
て

所
信
表
明
に
つ
い
て

事
業
の
進
捗
と

進
め
方
に
つ
い
て

圓山 和昭 議員

消防車両納車の様子
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問　

　

多
目
的
機
能
支
払
交
付
金
事

業
（
水
土
里
サ
ー
ク
ル
）
の
本

町
全
体
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

　

答
（
町
長
）

　

他
集
落
か
ら
も
事
業
実
施
希

望
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

町
全
体
で
の
広
域
的
な
組
織
作

り
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
事
務
の

一
元
化
を
図
り
各
組
織
の
事
務

作
業
の
軽
減
や
、
予
算
配
分
等

で
の
効
率
化
が
図
ら
れ
る
も
の

と
考
え
、
実
施
し
て
い
な
い
集

落
に
も
普
及
を
図
っ
て
参
り
ま

す
。

　

問　

　

若
手
農
家
の
育
成
と
高
齢
者

（
退
職
者
等
）
の
一
次
産
業
へ
の

取
り
組
み
へ
の
支
援
対
策
は
。

　

答
（
町
長
）

　

農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

を
現
在
ま
で
に
９
名
の
若
手
農

家
が
事
業
を
活
用
し
て
い
ま

す
。
昨
年
の
９
月
１
日
に
は
若

手
農
家
に
よ
る
「
龍
郷
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」
が
会
員
十
一

名
で
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
十
三

名
に
増
え
、
会
員
相
互
の
情
報

交
換
や
技
術
研
修
、
販
売
促
進

研
修
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

次
に
高
齢
者
（
退
職
者
等
）
に

向
け
て
の
一
次
産
業
支
援
は
実

施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
町
内
す

べ
て
の
農
家
に
対
し
て
堆
肥
購

入
の
助
成
や
果
樹
苗
木
の
購
入

に
対
し
半
額
補
助
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

問　

　

シ
ル
バ
ー
人
材
と
併
せ
た
、

人
材
バ
ン
ク
の
設
立
へ
の
取
り

組
み
現
状
は
。

　

答
（
町
長
）

　

キ
ャ
リ
ア
を
持
っ
た
高
齢
者

の
掘
り
起
し
や
人
材
確
保
、
仕

事
の
提
供
な
ど
、
地
域
づ
く
り

に
寄
与
す
る
大
き
な
可
能
性
を

秘
め
た
も
の
と
考
え
ま
す
。
将

来
的
に
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
と

は
切
り
離
し
た
多
職
種
、
多
年

層
の
バ
ン
ク
設
立
が
望
ま
し
し

い
こ
と
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

当
面
は
現
行
の
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
強
化
を
図
り
な
が

ら
、
今
後
進
め
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

問　

　

屋
入
～
芦
徳
間
の
水
道
管
設

置
の
計
画
は
。

　

答
（
町
長
）

　

屋
入
側
か
ら
宇
天
の
旧
車
エ

ビ
養
殖
場
ま
で
の
約
２
ｋ
ｍ
で

あ
り
現
在
、
排
水
管
布
設
が
な

さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。
こ

の
区
間
に
は
、
別
荘
も
あ
り
ま

す
し
芦
徳
地
区
に
お
い
て
は
リ

ゾ
ー
ト
開
発
が
進
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
間
を
接
続
す
る
こ
と

に
よ
り
水
の
供
給
が
安
定
し
将

来
的
に
は
有
効
活
用
で
き
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
平
成
30
年
度

予
定
の
赤
尾
木
配
水
池
の
整
備

事
業
が
終
了
し
た
時
点
で
水
道

整
備
を
行
う
こ
と
を
計
画
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

問　

　

中
学
校
の
医
療
費
の
無
料
化

へ
、
平
成
30
年
４
月
よ
り
実
施

の
可
能
性
は
。

　

答
（
町
長
）

　

医
療
費
無
料
化
の
拡
充
を
と

な
え
ら
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と

に
、
私
自
身
も
そ
の
重
要
性
を

重
々
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
子
育
て
世
代
育
成
、
支
援

は
人
口
再
生
能
力
と
ま
ち
の
活

力
維
持
に
つ
な
が
り
ま
す
。
今

年
度
の
医
療
費
実
績
を
注
視

し
、
介
護
、
医
療
、
高
齢
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
も
含
め
た

財
源
を
考
慮
し
て
来
年
度
４
月

に
ス
タ
ー
ト
で
き
る
の
か
、
３

月
議
会
で
お
示
し
致
し
ま
す
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

水
道
事
業
に
つ
い
て

德永 義郎 議員

社
会
福
祉
向
上
に
つ
い
て

屋入～芦徳間の道路

町内の農道
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問　

　

西
郷
ど
ん
放
映
を
ど
う
活
か

す
か
。

　

答
（
町
長
）

　

り
ゅ
う
が
く
館
に
お
い
て
大

河
ド
ラ
マ
の
番
組
展
、
文
化
財

展
示
室
に
お
い
て
西
郷
南
洲
翁

の
特
別
企
画
展
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
西
郷
ど
ん
に

関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
製
作

す
る
ほ
か
、
ゆ
か
り
の
地
を
整

備
す
る
計
画
や
、
紹
介
す
る
ガ

イ
ド
の
育
成
に
も
力
を
入
れ

て
、
今
回
の
放
映
が
本
町
の
地

域
振
興
に
つ
な
が
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

問　

　

世
界
遺
産
へ
の
取
組
み
は
。

　

答
（
町
長
）

　

登
録
に
向
け
て
の
地
元
が
取

り
組
む
べ
き
事
と
し
て
、
希
少

動
物
の
捕
食
が
確
認
さ
れ
て
い

る
マ
ン
グ
ー
ス
や
ノ
ネ
コ
対

策
。
希
少
植
物
の
盗
掘
防
止
等

の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
環
境

省
と
県
の
自
然
保
護
課
や
、
奄

美
自
然
保
護
協
会
と
連
携
し
な

が
ら
、
今
後
も
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

問　

　

町
内
事
業
所
優
先
入
札
を
進

め
る
の
か
。

　

答
（
町
長
）

　

指
名
委
員
会
で
は
、
指
名
基

準
等
に
関
す
る
要
綱
に
基
ず

き
、
格
付
け
区
分
に
よ
る
業
者

の
選
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
指

名
に
あ
た
っ
て
は
、
地
元
企
業

の
育
成
及
び
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
た
め
町
内
事
業
所
優

先
的
指
名
を
基
本
と
し
な
が

ら
、
特
殊
工
事
等
は
準
町
内
業

者
や
町
外
業
者
を
含
め
た
指
名

推
薦
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
現
在
の
指
名
競
争
入
札
方

法
で
実
施
し
ま
す
が
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
事
業
者
の
受
注
機

会
の
拡
大
を
図
り
な
が
ら
、
公

平
公
正
な
指
名
推
薦
と
地
域
経

済
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う

努
め
ま
す
。

　

問　

　

国
道
沿
線
の
開
発
は
。

　

答
（
町
長
）

　

今
年
３
月
に
策
定
し
た
龍
郷

町
観
光
振
興
計
画
で
、
瀬
留
か

ら
戸
口
地
区
を
商
業
ゾ
ー
ン
、

屋
入
と
赤
徳
地
区
を
リ
ゾ
ー
ト

ゾ
ー
ン
と
位
置
付
け
そ
れ
ぞ
れ

の
特
性
に
応
じ
て
振
興
策
を
検

討
し
ま
す
。

　

問　

　

公
園
整
備
の
計
画
の
予
定

は
。

　

答
（
町
長
）

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
前
の
広

場
を
、
屋
外
交
流
の
場
と
し
て

創
出
、
地
域
の
若
い
家
族
連
れ

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
遊
具
の

あ
る
広
場
、
と
お
し
め
湿
地
の

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
形
成
、
環

境
学
習
の
場
へ
の
活
用
な
ど
、

年
度
内
に
工
事
発
注
を
行
い
、

３
０
年
度
完
成
予
定
で
す
。

　

問　

　

荒
場
地
区
活
性
化
に
つ
い
て

の
思
い
は
。

答
（
町
長
）

　

先
人
か
ら
受
け
継
い
で
き
た

荒
場
地
区
独
特
の
伝
統
・
文
化

や
、
歴
史
・
自
然
景
観
を
次
の

世
代
に
繋
げ
る
た
め
に
も
、
私

の
公
約
と
す
る
、
町
民
と
膝
を

交
え
て
語
ら
い
、
荒
場
地
区
の

住
民
の
皆
様
が
ど
の
よ
う
な
考

え
で
お
ら
れ
る
の
か
、
御
知
恵

を
頂
き
な
が
ら
対
話
を
と
お
し

て
、
荒
場
地
区
活
性
化
の
施
策

に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

役
場
前
の
信
号
機
と
横
断
歩

道
の
改
良
は
。

答
（
町
長
）

　

役
場
前
の
横
断
歩
道
及
び
信

号
機
の
必
要
性
は
十
分
理
解
で

き
る
が
、
厳
格
な
設
置
基
準
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、

役
場
前
に
信
号
機
と
横
断
歩
道

が
あ
る
た
め
新
た
な
設
置
は
困

難
で
あ
る
。

観
光
振
興
に
つ
い
て

地
域
整
備
に
つ
い
て

荒
場
地
区
活
性
化
に
つ
い
て

土
木
政
策
に
つ
い
て

伊勢 勝義 議員

秋名の田袋の様子
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問　

　

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は

ど
の
様
な
取
り
組
み
と
対
策
が

必
要
か
。

　

答
（
町
長
）

　

独
特
の
伝
統
、
文
化
や
歴
史
、

自
然
景
観
を
有
し
て
お
り
こ
れ

ら
を
基
に
、
交
流
人
口
の
拡
大

を
図
る
必
要
が
あ
る
。
駐
車
場

や
ト
イ
レ
、
ガ
イ
ド
の
育
成
等
、

そ
の
受
け
皿
つ
く
り
が
極
め
て

大
事
で
、
地
域
の
皆
様
方
と
認

識
を
共
有
し
て
地
域
の
振
興
を

図
る
必
要
が
あ
る
。

　

問　

　

龍
郷
町
の
観
光
資
源
と
観
光

ル
ー
ト
の
取
組
は
。

　

答
（
町
長
）

　

一
元
的
な
情
報
発
信
や
集
落

体
験
等
の
着
地
型
旅
行
商
品
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
お
り
本
町

の
自
然
、
文
化
を
散
策
で
き
る

ル
ー
ト
の
整
備
を
平
成
30
年
度

以
降
に
進
め
て
い
く
予
定
で

す
。

　

問　

　

資
源
の
管
理
体
制
に
つ
い
て

取
り
組
み
は
。

　

答
（
町
長
）

　

エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
養
成

に
取
り
組
ん
で
お
り
本
島
内
で

43
人
、
本
町
で
は
10
人
が
認
定

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
さ
ら

に
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
養
成

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

問　

　

観
光
客
の
動
向
と
し
て
の
、

お
も
て
な
し
の
取
り
組
み
が
急

が
れ
る
と
考
え
る
が
。

　

答
（
町
長
）

　

本
町
に
お
け
る
観
光
案
内

は
、
り
ゅ
う
が
く
館
に
設
置

し
、
来
年
の
西
郷
南
洲
翁
特
別

企
画
展
を
開
催
し
て
、
誘
客
を

図
っ
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

問　

　

小
学
生
に
お
い
て
、
大
都
市

圏
と
地
方
の
各
学
年
に
お
い
て

学
力
の
地
域
格
差
が
あ
る
が
。

　

答
（
教
育
長
）

　

全
国
と
比
較
し
て
も
、
宅
習

時
間
は
確
保
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
小
学
６
年
生
は

国
語
・
算
数
と
も
に
平
均
正
答

率
が
全
国
・
県
を
上
回
っ
て
い

る
状
況
で
あ
り
本
町
の
小
学
生

に
お
い
て
は
、
大
都
市
圏
と
の

学
力
の
地
域
格
差
は
な
い
と
と

ら
え
て
い
ま
す
。

　

問　

　

現
況
の
指
名
、
入
札
に
つ
い

て
。

　

答
（
町
長
）

　

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
町
内
業
者
の
優
先
指
名
を

基
本
と
し
て
お
り
、
業
者
の
経

営
状
況
、
信
用
度
、
手
持
ち
工

事
量
、
技
術
的
な
適
正
な
ど
を

総
合
的
に
勘
案
し
な
が
ら
、
公

平
公
正
な
指
名
推
薦
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

問　

　

業
者
の
ラ
ン
ク
付
け
に
つ
い

て
。

答
（
町
長
）

　

入
札
参
加
資
格
審
査
要
綱
に

基
づ
き
格
付
け
を
行
っ
て
い

る
、
判
断
基
準
は
経
営
事
項
審

査
の
評
価
点
数
を
基
準
と
し
、

技
術
事
項
評
価
点
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
も
考
慮
し
な

が
ら
格
付
け
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
土
木
、
建
設
、
管
、

舗
装
、
水
道
の
工
事
毎
に
Ａ
Ｂ

Ｃ
３
つ
の
ラ
ン
ク
付
け
を
行
っ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
建
設
工

事
の
区
分
ご
と
に
、
そ
の
工
事

の
金
額
区
分
に
応
じ
て
指
名
推

薦
す
る
業
者
の
選
定
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

世
界
自
然
遺
産
の
認
定
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

地
域
文
化
の
振
興
に
つ
い
て
。 平岡 馨 議員

                                      

次の定例会は３月中旬を予定しています。

あなたも議会を傍聴してみませんか？

場所：龍郷町役場２Ｆ

当日は受付用紙に住所氏名を記入するだけです。

町
営
の
学
習
塾
運
営
に
つ
い
て

指
名
、
入
札
の
在
り
方
に
つ
い
て
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お

知

ら

せ

案

内

板

①

　

　

　

⑤
確
定
申
告
に
て
還
付
金
が
あ
る
方

は
、
申
告
者
本
人
の
振
込
口
座
名
と
口

座
番
号

平
成
 30 
年
度
町
民
税
・
県
民
税
・

国
民
健
康
保
険
税
申
告
の
お
知
ら
せ

　

今
年
の
所
得
申
告
の
お
知
ら
せ
で

す
。
下
記
日
程
で
各
会
場
を
巡
回
し
、

申
告
及
び
各
種
税
金
の
徴
収
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
巡
回
会
場
に
当
日
都
合
の

つ
か
な
い
方
は
、
別
の
会
場
へ
お
越
し

い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

▼
申
告
の
対
象
者

　

平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
で
満
20
歳

に
な
っ
て
い
る
方
で
平
成
30
年
１
月
１

日
現
在
本
町
に
生
活
の
本
拠
が
あ
る

方
。
（
た
だ
し
、
20
歳
未
満
の
方
で
も

年
間
の
合
計
所
得
が
１
２
５
万
円
以
上

の
方
は
申
告
が
必
要
で
す
。
）

▼
所
得
の
申
告
で
準
備
す
る
も
の

　

①
平
成
29
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日

ま
で
の
収
入
が
確
認
で
き
る
も
の

　

②
事
業
所
得
や
農
業
所
得
、
不
動
産

所
得
な
ど
の
あ
る
方
は
、
必
要
経
費
の

対
象
と
な
る
も
の
で
、
支
出
し
た
金
額 

の
確
認
が
で
き
る
も
の
（
領
収
書
、
通

帳
）

　

③
生
命
保
険
や
地
震
保
険
等
の
支
払

い
が
確
認
で
き
る
も
の

　

④
印
鑑
（
認
印
で
構
い
ま
せ
ん
が
、

シ
ャ
チ
ハ
タ
は
使
え
ま
せ
ん
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

龍
郷
町
役
場　

町
民
税
務
課

☎
０
９
９
７-

69-

４
５
１
３

確
定
申
告
は
お
早
め
に

　

平
成
29
年
分
の
所
得
税
及
び
復
興
特

別
所
得
税
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

並
び
に
贈
与
税
の
確
定
申
告
期
間
は
、

次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

　

平
成
30
年
２
月
16
日
（
金
）
～

平
成
30
年
３
月
15
日
（
木
）

▼
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

　

平
成
30
年
２
月
15
日
（
金
）
～

平
成
30
年
４
月
２
日
（
月
）

▼
贈
与
税

　

平
成
30
年
２
月
１
日
（
木
）
～

平
成
30
年
３
月
15
日
（
木
）

　

確
定
申
告
は
、
納
税
者
自
身
が
所
得

金
額
等
や
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
申

告
・
納
税
す
る
申
告
納
税
制
度
を
採
用

し
て
い
ま
す
の
で
、
申
告
と
納
税
は
期

限
内
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

申
告
期
限
が
間
近
に
な
り
ま
す
と
、

申
告
相
談
会
場
は
大
変
混
雑
し
、
長
時

間
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
申

告
は
お
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成

し
た
確
定
申
告
書
は
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
を

▼
平
成
29
年
度
の
対
象
者

年　齢 生　年　月　日

６５歳 昭和２７年４月２日～昭和２８年４月１日

７０歳 昭和２２年４月２日～昭和２３年４月１日

７５歳 昭和１７年４月２日～昭和１８年４月１日

８０歳 昭和１２年４月２日～昭和１３年４月１日

８５歳 昭和　７年４月２日～昭和　８年４月１日

９０歳 昭和　２年４月２日～昭和　３年４月１日

９５歳 大正１１年４月２日～大正１２年４月１日

１００歳 大正　６年４月２日～大正　７年４月１日

▼
接
種
期
間

　

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

▼
接
種
場
所

　

指
定
医
療
機
関
（
お
配
り
し
て
い
る

案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

▼
持
参
す
る
も
の

　

〇
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
予
診
票

　

※
紛
失
さ
れ
た
方
は
保
健
福
祉
課
へ

　

〇
接
種
料
４
，
６
１
７
円

　

※
生
活
保
護
世
帯
は
無
料

▼
お
配
り
し
て
い
る
案
内
を
よ
く
ご
覧

▼平成 30 年度申告受付日程表（各種税金の徴収も同時に行います）
月    日 集落名 会      場 時      間 

2/15( 木 )

手  広 手広地区振興センター 午前９時 00 分～午前 11 時 00 分

屋  入 屋入へき地集会場 午後１時 30 分～午後２時 10 分

久　場 久場へき地集会場 午後２時 40 分～午後３時 15 分

2/16( 金 )
浦 浦生活館 午前９時 00 分～午前 10 時 30 分

円 円公民館 午後２時 00 分～午後３時 30 分

2/19( 月 )
芦　徳 芦徳公民館 午前９時 00 分～午前 11 時 00 分

赤尾木 赤尾木公民館 午後１時 30 分～午後４時 00 分

2/20( 火 )
玉　里 玉里コミュニティーセンター 午前９時 00 分～午前 11 時 30 分

龍　郷 龍郷保健福祉館 午後２時 00 分～午後３時 00 分

2/21( 水 )
嘉　渡 嘉渡生活館 午前９時 30 分～午前 11 時 00 分

秋名・幾里 秋名コミュニティーセンター 午後２時 00 分～午後４時 00 分

2/22( 木 )
安木屋場 安木屋場公民館 午前９時 30 分～午前 10 時 30 分

大　勝 大勝生活館 午後１時 30 分～午後４時 00 分

2/23( 金 )
中戸口 中戸口公民館 午前９時 00 分～午前 10 時 30 分

上戸口 上戸口コミュニティーセンター 午前 10 時 40 分～午前 11 時 40 分

2/26( 月 )
下戸口 下戸口コミュニティーセンター 午前９時 30 分～午前 11 時 00 分

中　勝 中勝公民館 午後 1時 30 分～午後４時 00 分

2/27( 火 )
瀬　留 瀬留生活館 午前 9時 00 分～午前１0時 30 分

川　内 川内へき地集会場 午前 10 時 50 分～午前 11 時 50 分
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利
用
し
て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

大
島
税
務
署　

☎
０
９
９
７-

52
‐
４
３
２
１

※
自
動
音
声
案
内

水
道
事
業
へ
の
移
行
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
簡
易
水
道
事
業
と
し
て
運

営
を
し
て
き
た
本
町
水
道
は
、
全
て
統

合
し
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
水
道
事

業
に
移
行
し
ま
す
。
地
方
公
営
企
業
法

が
適
用
さ
れ
る
水
道
事
業
で
は
会
計
処

理
の
方
式
も
大
き
く
変
わ
る
た
め
、
従

来
の
官
公
庁
会
計
か
ら
公
営
企
業
会
計

に
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
こ
と
で
水
道
を
利
用
さ

れ
る
皆
様
が
新
た
に
手
続
き
を
必
要
と

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
と
も
皆
様
に
ご
不
便
が
な
い
よ

う
に
移
行
準
備
を
進
め
ま
す
の
で
、
水

道
事
業
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

水
道
事
業
に
移
行
し
て
も
住
民
生
活
へ

の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

水
道
の
開
始
・
中
止
手
続
き
等
は
今
ま

で
ど
お
り
で
、
会
計
の
代
表
者
が
変
わ

り
ま
す
が
水
道
料
金
の
口
座
振
替
を
新

た
に
お
こ
な
う
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

老
朽
化
し
た
水
道
施
設
の
更
新
も
、
事

業
費
の
調
整
を
し
な
が
ら
、
今
後
と
も

継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
に
料

金
改
定
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
が
、
今
後
、

独
立
採
算
制
に
よ
る
経
営
が
求
め
ら

れ
、
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、
適
正
な

水
準
ま
で
の
料
金
見
直
し
の
検
討
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場　

生
活
環
境
課

☎
０
９
９
７-
69
‐
４
５
２
５

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　

今
ま
で
に
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
方
を
対
象
に
、
１
人

１
回
の
公
費
助
成
に
よ
る
定
期
予
防
接

種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
年
度
内
に
お
い
て
の

み
、
定
期
接
種
と
し
て
公
費
助
成
が
受

け
ら
れ
ま
す
の
で
、
接
種
が
ま
だ
の
方

は
忘
れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
平
成
29
年
度
の
対
象
者

年　齢 生　年　月　日

６５歳 昭和２７年４月２日～昭和２８年４月１日

７０歳 昭和２２年４月２日～昭和２３年４月１日

７５歳 昭和１７年４月２日～昭和１８年４月１日

８０歳 昭和１２年４月２日～昭和１３年４月１日

８５歳 昭和　７年４月２日～昭和　８年４月１日

９０歳 昭和　２年４月２日～昭和　３年４月１日

９５歳 大正１１年４月２日～大正１２年４月１日

１００歳 大正　６年４月２日～大正　７年４月１日

▼
接
種
期
間

　

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

▼
接
種
場
所

　

指
定
医
療
機
関
（
お
配
り
し
て
い
る

案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

▼
持
参
す
る
も
の

　

〇
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
予
診
票

　

※
紛
失
さ
れ
た
方
は
保
健
福
祉
課
へ

　

〇
接
種
料
４
，
６
１
７
円

　

※
生
活
保
護
世
帯
は
無
料

▼
お
配
り
し
て
い
る
案
内
を
よ
く
ご
覧

に
な
り
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

接
種
さ
れ
る
方
は
必
ず
指
定
医
療
機
関

へ
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
せ
先

　

龍
郷
町
役
場　

保
健
福
祉
課

☎
０
９
９
７-

69-

４
５
１
４

県
営
住
宅
に
入
居
を

希
望
さ
れ
る
方
へ

　

県
営
住
宅
の
入
居
に
つ
き
ま
し
て

は
、
抽
選
に
よ
り
空
き
家
待
ち
順
位
を

決
定
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
４
月
以
降
の
入
居
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
以
下
の
と
お
り
申
し
込

み
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
申
し
込
み
さ
れ
て
い
る

方
も
、
新
た
に
申
し
込
み
手
続
き
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
住
宅　

　

奄
美
市
、
龍
郷
町
及
び
瀬
戸
内
町
に

あ
る
県
営
住
宅

▼
申
込
書
の
配
布
・
受
付
期
間

 
 

平
成
30
年
２
月
１
日
（
木
）
～

　
　

平
成
30
年
２
月
28
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

▼
抽
選
日
時

　

３
月
８
日
（
木
）　

午
後
２
時
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▼
申
込
書
配
布
・
問
い
合
わ
せ
先

〇
奄
美
市
・
龍
郷
町
に
あ
る
県
営
住
宅

　

大
島
支
庁　

建
設
課　

管
理
係

☎
０
９
９
７-

57-

７
３
３
２

〇
瀬
戸
内
町
に
あ
る
県
営
住
宅

　

大
島
支
庁　

瀬
戸
内
事
務
所

　
　

総
務
課　

用
地
管
理
係

☎
０
９
９
７-

72-
２
１
１
１

ど
ぅ
く
さ
ポ
イ
ン
ト
の

商
品
券
交
換
に
つ
い
て

　

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
な
ど
の
活
動

に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
て
い
ま
す
が
、

貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
の
商
品
券
交
換
が

11
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
商

品
券
交
換
が
で
き
る
期
間
は
、
２
月
28

日
ま
で
で
す
。
交
換
さ
れ
た
商
品
券
の

使
用
期
限
は
３
月
20
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。
商
品
券
交
換
を
希
望
さ
れ
る

方
は
印
鑑
と
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
役
場

保
健
福
祉
課
ま
で
ご
持
参
下
さ
い
。

▼
問
い
合
せ
先

　

龍
郷
町
役
場　

保
健
福
祉
課

☎
０
９
９
７-

69-

４
５
１
６

２
月
は
「
猫
の
適
正
使
用
推
進
月
間
」

　

県
内
で
は
昨
年
度
１
９
０
２
匹
の
猫

が
保
健
所
に
引
き
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

　

お

知

ら

せ

案

内

板

②

　

　

「
飼
え
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
理
由
で

引
取
り
を
依
頼
す
る
前
に
飼
い
主
と
し

て
の
責
任
を
果
た
し
ま
し
ょ
う
。

【
ご
注
意
!!
】

ハ
ガ
キ
に
よ
る
架
空
請
求
に
つ
い
て

　

町
内
に
お
い
て
、
ハ
ガ
キ
に
よ
る
架

空
請
求
に
関
す
る
相
談
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
行
政
機
関
を
装
い
、
「
総
合
消

費
料
金
に
関
す
る
訴
訟
最
終
告
知
」
な

ど
と
書
か
れ
た
ハ
ガ
キ
が
自
宅
に
届

き
、
文
面
に
「
訴
訟
を
起
こ
す
」
「
差

し
押
さ
え
」
な
ど
と
法
律
用
語
を
使
っ

て
不
安
を
あ
お
り
、
ハ
ガ
キ
に
記
載
の

あ
る
連
絡
先
に
電
話
を
か
け
さ
せ
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。
連
絡
を
す
る
と
お

金
を
要
求
さ
れ
た
り
、
電
話
番
号
等
の

個
人
情
報
を
知
ら
れ
て
し
ま
っ
た
り
す

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

ハ
ガ
キ
が
届
い
て
も
、
決
し
て
連
絡
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
少
し
で
も
不
安
に

思
っ
た
と
き
は
、
町
民
税
務
課
も
し
く

は
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
「
１
８
８
」

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
せ
先

　

龍
郷
町
役
場　

町
民
税
務
課

☎
０
９
９
７-

69-

４
５
１
７

ま
た
は
、
☎
「
１
８
８
」

　一般社団法人日本健康食育協会代表理事、一般社団法人食アスリート協会

副代表理事。管理栄養士。４万人以上の食サポートの経験から、日本人の体

質とライフスタイルに着目し、お米（雑穀米）を主軸に「しっかり食べて太

らないカラダづくり」を目指す独自のメソッドを確立。 これまでボクシング

世界チャンピオンをはじめとするトップアスリートや企業経営者、モデルなどへ食生活サポート

やアドバイスを行い、テレビ・新聞・ラジオ・雑誌など多数のメディアに出演。子どもから高齢

者、女優やトップアスリートなど幅広いクライアントへの結果の出るアドバイスに 定評がある。

著書『お腹からやせる食べかた』（講談社）、『１０日で人生が変わる食べ方』（学研プラス）など

累計 10 万部を超え 2017 年 7 月には、新刊『～ズボラな人に朗報！～食べて飲んでおなかから

やせる』（かんき出版）が発売。 そのほか、食べてやせる具体策をお届けする無料メルマガ『お

なかやせメール』も人気となっている。

一般社団法人

日本健康食育協会　代表理事

管理栄養士

柏原　ゆきよ

お腹からやせるごはんの食べ方
～禁止・制限・がまんなしで心と体を元氣に！～

龍郷町民フェア講演決定！

２月１８日（日）

午後２時　りゅうゆう館

入場無料
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午

後

１日 (木 ) ４日 (日 ) ８日 (木 )

川内 円

９日 (金 ) 10 日 ( 土 ) 12 日 ( 月 ) 13 日 ( 火 )

大勝 玉里 芦徳 浦・嘉渡

14 日 ( 水 ) 15 日 ( 木 ) 17 日 ( 土 ) 20 日 ( 火 )

中戸口 下戸口

21 日 ( 水 ) 22 日 ( 木 ) 23 日 ( 金 ) 27 日 ( 火 )

円 大勝 芦徳 嘉渡

・
中
田
勝
利
さ
ん
（
故
中
田
ハ
ル
エ
さ
ん
）

秋
名
集
落
、
秋
名
稲
葉
会

幾
里
稲
穂
会

【
愛
寿
園
】

・
松
原
一
美
さ
ん
（
故
松
原
イ
チ
エ
さ
ん
）

・
福
永
弘
志
さ
ん
（
故
福
永
ソ
ノ
エ
さ
ん
）

【
社
会
福
祉
協
議
会
】

・
福
田
高
𠮷
さ
ん
（
故
平
シ
ゲ
子
さ
ん
）

・
森
田
サ
ミ
子
さ
ん
（
故
森
田
吉
臣
さ
ん
）

・
山
崎
ミ
ヨ
子
さ
ん
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
12
月
届
出
】

上
口　

柚ゆ
り
か


梨
花

飯
田　

小さ
ゆ
り

百
合

　

（
敬
称
略
）

浦大
勝

保
護
者
名

義
彦

圭
太
郎

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
12
月
届
出
】

嘉
藤　

義
明

西
元　

浩
二

竹
山　

俊
一

末
長　

ス
マ
子

成
海　

文
子

碩　

チ
ヨ

石
崎　

聡

行
田　

マ
ス
ミ

牧　

竜
輝

（
64
）

（
70
）

（
91
）

（
92
）

（
96
）

（
93
）

（
58
）

（
93
）

（
29
） 　

　
　

（
敬
称
略
）

赤
尾
木
（
星
の
園
）

安
木
屋
場

芦
徳

浦秋
名

大
勝

瀬
留

浦
（
愛
寿
園
）

芦
徳

香 

典 

返 

し 

お 

礼

 

寄 

付 

お 

礼

２
月
行
事
予
定
表

日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

2（金）
 保健センター開放日（乳幼児対象） 10：00 ～ どぅくさぁや館

 でぃでぃクラブ 13：30 ～ りゅうがく館

5（月）  保健センター開放日（乳幼児対象） 10：00 ～ どぅくさぁや館

8（木）  乳児健診 12：30 ～ どぅくさぁや館

9（金）
 かめのこクラブ 10：00 ～ どぅくさぁや館

 でぃでぃクラブ 13：30 ～
りゅうがく館

16（金）
 でぃでぃクラブ 13：30 ～

 保健センター開放日（乳幼児対象） 10：00 ～ どぅくさぁや館

18（日） 第 19 回龍郷町民フェア 9：00 ～ りゅうゆう館

19（月） 保健センター開放日（乳幼児対象） 10：00 ～ どぅくさぁや館

20（火） じゃがいも会 13：30 ～ 未定

21（水）
 献血 14：00 ～ 役場正面玄関前

 たつごう在宅家族の会 13：30 ～ りゅうがく館

23（金）
 かめのこクラブ 10：00 ～ どぅくさぁや館

 でぃでぃクラブ 13：30 ～ りゅうがく館

23（金）
～ 25（日）

 ＴＵＫＡＳＡ ＣＵＰ
 ウインドサーフィン大会

9：00 ～ 倉崎海岸

26（月） 保健センター開放日（乳幼児対象） 10：00 ～ どぅくさぁや館

27（火） 3 歳 6 か月児健診 12：30 ～ どぅくさぁや館

28（水） お腹スッキリ運動教室 19：30 ～ どぅくさぁや館

※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

２
月
ど
ぅ
く
さ
会

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
時
間
は
放
送
等
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

時
間
…
午
後
２
時
※
14
日
…
中
戸
口
11
時

15
日
…
中
勝
正
午
よ
り
開
始

場
所
…
各
集
落
公
民
館

楽
ら
く
体
操

龍
郷　
　
　
　

毎
週
木
曜　

午
前

秋
名
・
幾
里　

毎
週
木
曜　

午
後

上
戸
口　
　
　

毎
週
火
曜　

午
後

玉里

大勝(照山会)

安木屋場
瀬留・中勝
赤尾木

安木屋場
瀬留・中勝
赤尾木
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電
話
：
0
9
9
7
-
6
2
-
3
1
1
1
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
0
9
9
7
-
6
2
-
2
5
3
5

発
行

/
龍
郷
町
役
場
　
編
集

/
企
画
観
光
課
 

〒
8
9
4
-
0
1
9
2
　
鹿
児
島
県
大
島
郡
龍
郷
町
浦

1
1
0
番
地

【
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
o
w
n
.
t
a
t
s
u
g
o
.
l
g
.
j
p

【
E
-
M
a
i
l
】
i
n
f
o
@
t
o
w
n
.
t
a
t
s
u
g
o
.
l
g
.
j
p

１
J
a
n
u
a
r
y

2
0
1
8

こくぶ　   ひなた　　　　　

Ｈ 29. 1. 19　生

父 孟史 /母 美佳　中勝

国分　陽太 くん

とうえ　   ゆうご　　　　　

Ｈ 29. 1. 2　生

父 雄一 /母 仁恵　玉里

東江　佑剛 くん

やまだ　   すばる

Ｈ 29. 1. 15　生

父 良平 /母 友美　川内

山田　昴瑠 くん

にし　　　　　　

Ｈ 29. 1. 2　生

父 智己 /母 さやか　瀬留

西　かんな ちゃん

とくれい　 らいと 

Ｈ 29. 1. 22　生

父 嵐 /母 みさと　瀬留

德禮　頼斗 くん

たばた　     みちか  　　　　　

Ｈ 29. 1. 12　生

父 教行 /母 真衣子　瀬留

田畑　心千海 ちゃん

満
一
歳
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
子
た
ち
に
誇
れ
る
町
を

み
ん
な
で
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　こんにちは。地域おこし協力隊の新井です。寒く感じる日も増えて暖房を解

禁してしまいましたが、埼玉への帰省後、１０℃の気温差を改めて実感して、

やはり奄美は暖かいなぁと幸せな気分を噛みしめています ^^

　さて、いよいよＮＨＫ大河ドラマ『西郷どん』の放送が始まりました。オープニングには龍

郷町の赤尾木東海岸も登場していますね！息を呑むような鹿児島の美しい景色も数々登場し、

とても印象的なオープニングとなっています。海や水中のシーンは、奄美在住のカメラマンに

よって奄美で撮影されたそうで、西郷さんが人生で最も心穏やかに過ごしたといわれる龍郷で

の時間を、穏やかな奄美の海に重ねて表現した

かったとのこと。皆様もぜひ、注目してご覧に

なってみてください。

　そしてこの度、物語の舞台のひとつとなる龍

郷町を多くの方に知っていただけたらいいなと

いう思いから、西郷さんにまつわる龍郷の様々

な情報をお届けする facebook ページ【「西郷ど

ん」龍郷スタジオ】を開設しましたので、町民

の皆様、ぜひ「いいね！」で応援よろしくお願

いいたします。

龍郷町地域おこし協力隊コラム

協 力 隊 通 信

【「西郷どん」龍郷スタジオ】で検索


